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境界科学の文献検索とLC件 名の利用

管理科学文献について 一

松 井 幸 子

1は じ め に

今 日,学 問研究 のた えまない変化は さまざ まの観点か らの分化 と統 合を生

み だ し,い わゆ る境 界領域 を拡大 させ てい る。 そのため,図 書館において も

19世 紀の 学問観に も とついた 階層的分類 では,利 用者 の広範にわた る情報

要求にか な う文献を提供す ることが困難 にな って きた。そ こで次 々と新 しい

検索技術が考案 され,専 門図書館界を中心 と して実用化 されて きてい る。 し

か しなが ら,古 い歴史を もち多 くの蔵 書を所蔵 している場 合,新 しい検索体

系に従 って蔵書構 成を再編成す ることは容 易ではない。 この よ うな図書館 で

は,図 書 の配架位置 を定 め る書架分類(shelfclassification)と しては従来 か

らの分類 を手直 しして 継続使用 し,主 題か らの 接 近用には 新たな書誌 分類

(bibliographicclassification)を 編 成 し使用す る ことが 考 え られ る ようにな

ってきてい る。

小樽商科大学附属図書館 も創立以来60年 を 経 て,蔵 書数約14万 冊(う ち

洋書約5万 冊)と な り,単 科大学図書館 と してはかな りの量 に達 してい る。そ

こで上記 の2本 建 システムが望 ま しいのではないか と思われ る。本稿 は この

よ うな立場か ら,新 たに書誌 分類 を編成す るため の1つ の基礎調査 とな るこ

とをめ ざ している。

す なわち,今 日の境界科学研 究に対応 で きる多元的接近が可能な方法 と し

*本 稿での作業の一部は,筆 者 の1970年 度 情報処理関係内地研究員 としての東

京大学教養学部基礎数学科での研究調査の一部をもとに し,東 京大学古屋茂教授
お よび牛島照夫助手か ら種 々助言を得た.記 して謝意にかえる.ま た 「商学専門

図書館におけ る情報検索体系の開発」 と題す る本学松田芳郎助教授 との共同研究
への伊勢丹奨学会1970年 度助成金の援助に よる所 も多い.記 して謝意を表す る.
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て,S・RRanganathanに よ って 考 案 され,CRG(ClassificationResearch

GrouP)に よっ て 展 開 され た フ ァセ ッ ト分 類 法(Facetedclassification)の

構 造 を念 頭 に お き,そ の編 成 に あた って,従 来 の件 名標 目(Subjectheading)

を組 み 替 えて 用 い る方 法 を検 討 す る もので あ る。 従 って,CRGが 提 唱 して

い る教 科 書,専 門 書,用 語 集,二 次資 料 類 な どを広 範 に 調 査 し,フ ァセ ッ ト

分 析 を 試 み る とい う方 法 は採 用 して いな い 。 そ の 理 由 と して は,個 人 的 調 査

で 時 間 的量 的 に不 可 能 で あ った こ と もあ げ られ るが,件 名標 目の場 合 種 々の

欠 点 を 指摘 され て い るにせ よ,副 標 目と して 階 層分 類 や フ ァセ ッ ト分 類 の 考

え を導 入 し,検 索 精 度 を高 め る工 夫 が進 め られ て い る の で,こ れ を逆 に フ ァ

セ ッ ト分 類 に 組 み 替 え る こ ともあ る程度 まで は 可能 で あ ろ うと考 えた こ とに

よる。

皿 調 査 対 象

調査対象には本学附属図書館蔵書で境界領域を構成 していると考えられる
(D

管理科学科受入図書を選定 した。今回使用 した のは,そ の うち冊子 目録 刊行
(2)

分(同 科創設の1965年4月 より1969年7月 受入分)の 英文図書中,後 述 のLC目

録 に収録 され ていた1,136点 であ る。

本学におけ る管理科学 は,伝 統的学問分類に従えば,経 営学,統 計学,数

学,コ ンピ ュータ科学 な どを主 と してい るが,こ れ らを さまざ まの角度か ら

分析 し統合 して,新 しい学問分野 を形成 してい る。研究方法 も理論的 な もの

か ら実 証分析,実 験,応 用 と多方面にわた ってい る。そ のた め,図 書館 創設

以来60年 間ほ とん ど改訂 され ずに 使 用 され て きた 独 自の分類表では,処 理

しに くい題 目を数多 く含み,特 定 の分類項 目に集 中す る一方 で,ま った く使

用 されない項 目も多数生 じて いる。そ こで現行分類 の改善,あ るいは新 しい

(1)こ れ らは分 類番号 の前 にK(=Kanrikagaku)マ ー クをつ け,他 の蔵書 と区別

して別置 され てい る.た だ し,こ の分野 の受入 図書 のすべ てを網羅 的に含む もの

で はな く,同 学 科 の教官 の公費枠で の購 入 に限 られ る.従 って同一文献 または 同

種文献 で あ って も,他 の学科 の教官 の公 費枠 の ものは含 まれてい ない.

(2)『 管理 科学科蔵 書 目録』[no・1コ1967年4月 現 在,123pp・ 『同上 』no・2,1967

年5月 一1969年7月,33pp・
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分類体系 の開発が急務 と考え られてい るわけ である。

また管理科学を対 象 と した新 しい分類編成用の基礎資料 と しては,LC件
(3)

名標 目表 第7版 を使用 した。 これ は約25,000項 目を含み,現 存 の標 目表 中

最 も包括 的な ものなので,境 界領域科学 の検索に もあ る程度耐 え るので はな

いか と考えた ことに よる。

皿 予 備 作 業

1LC件 名 の検 索 と転 記

LC件 名標 目表 に よ り用 語 の統 一 が は か られ て い るLC件 名 は,同 館 で予

約 配 付 して い る 印 刷 カ ー ド,MARC(MachineReadableCataloging)テ

ー プ,冊 子 目録 な どに 記 入 され て い る。 今 回 は一 覧 性 に す ぐれ 転 記作 業 に 向
(4)

いている冊子 目録 を利用 した。管理科学蔵 書 目録 に収録 され ていた英 語図書
(5)

1,189点 中,LC目 録 で 検索 で きた1,136点 が 以 下 の調 査 の対 象 と して利 用

され る。

2小 樽分類表 の検討

本学附属 図書館では独 自の一 館分類表(以 下,小 樽分類表と呼ぶ)に よる分類

目録を編成 している。管理科学 図書 の主題 に よる検索 も現在 の ところ もっぱ

らこの 目録 に よって いるわけなので,同 表 の構造 とその問題点 を検討 した。

す なわち,小 樽分類表 の構造 は,枚 挙式,記 号は数字だが非十進式,14門

で延項 目数 は和書94項 目,洋 書74項 目であ る。 同表利 用上 の問題 点 と して

は,第 一に,本 稿 の冒頭に も記 した ように,表 編成後60年 も経 てい るため

(3)U・S・LibraryofCongress,SubjectCatalogingDivision,Processing

Department,SubjectHea4in8sUsedintheヱ)ictionαrツCatalogs('ftheLibrary

ofCongptess,ed.M.V.Quattlebaum(Washington,D.C.:GovemmentPrint-

ingOffice,7thed.,1966),1432pp.

(4)慶 応 義 塾大 学 三 田 研 究 ・教 育 情 報 セ ンタ ー所 蔵 の も の を利 用 した.調 査 事 項 は

DC,LC分 類,LC件 名 で あ り,約90時 間(1時 間 当14点)を 要 した.

(5)LC目 録 へ の収 録 率 や 分 類 件 名 付 与状 況 の詳 細 に 関 しては,拙 稿 「分 類 作 業 に

お け る書 名 の 利 用 」 『大 学 図 書 館 と電 算 機 』(科 学 研 究 費 ・特 定 研 究1「 学 術 情 報

処 理 に 関 す る基 礎 的 研 究 」昭 和45年 度 研 究報 告)p.79参 照.



290 商 学 討 究 第22巻 第2・3号

に,現 在 の学問分野 と表 体系 の間に大 きなずれが生 じて非常に不便 な ことが

あげ られ る。 これは図書館蔵書 の項 目別分類点数 のバ ラツキ(小 項目当,数10

点か ら2,700点 まで)に よ く示 されて いる。 しか も分類項 目が非常に少ない粗
(6)

分類であ る ことは,図 書の配架位置 を定 め る書架分類 としては望 ま しい と し

て も,他 方,特 殊 主題,複 合主題 の検索を きわめて困難 と し,書 誌分類 と し

てはほ とん ど役立 っていない といえ る。 これは専門文献 を知悉 していない学

生利用者に とっては大 きな障害 となってい る。 さ らに,こ れ らに加え て,相

関索引や分類規程が明文化 され ていないために,分 類作業 の一貫性が保たれ

ていず,か な りの誤分類 も見受け られ る。項 目数 が少ない ことは,こ の場 合

プラスに働 くよ うに考 え られ るか も知れ ないが,実 際はそ うではない。番号

付与時の 不統一・には 大項 目内 と 大項 目間 の2種 があ り,境 界科学 に とって

は,後 者 も前者に劣 らず大 きな比重を占め ているか らであ る。 以上が現行 の

小樽分類表利 用上 の難点 の主な もの と考え られ る。

3管 理科学 図書現行分類 の修正

前述 のよ うに,管 理科学 図書に付与 され ている分類番号に もかな りの不統

一が生 じてい る
。そ こで小樽分類 とLC件 名 の関係を分析す るため の予備作

業 として,こ れ らの 不統 一分を 修正 してお くことに した。 修正方針 と して

は,明 らかな誤分類 を修正 し,同 一 分野の図書 を同一項 目に ま とめ る と共 に,

で きるだけ各項 目の分類点数が均等化す る ように,例 えば,手 法を示す項 目

に集 中的に分類 され ている ものの うち,適 用分野が明示 され ている ものは,
(7)

そ ち らへ分 類 す る とい うよ うな 規 程 を設 け た。 この 方 法 で の修 正 分 は1,136

(6)小 樽 分 類 の項 目数(洋 書74項 目)は,現 在 分 類 表 中最 も くわ しいUDC詳 細

版(約150,000項 目)は お くと して も,わ が 国 で 普 及 してい るNDC(10,776

項 目,新 訂7版,1956年 刊)と も比 較 に な らな い.

(?)方 法 と しては,LC目 録 か ら転 記 したDC,LC分 類,件 名 な どを参 照 しな が

ら,カ ー ド上 で 統 一 を は か るに と どめ,1点 ず つ 現 物 に あ た り再 分 類 す る こ とは

しなか った.ま た既 存 の標 準 分 類 表 と小 樽 分 類 表 との対 応 表 を 作 成 し,そ れ に あ

ては め る とい う方 法 も,「 不 可 能 で は な い まで も,き わ め て 困難 で あ る」 た め.

と らな か っ た。()f.J・M・Perreault,"OnConcordancebetweenClassi丘ca-

tions,"lnternationαlForumonInformatics,II(1969),p,332.な お,国 立 国

会 図 書 館 で は,従 来 使 用 して きたNDCお よびDCか ら新 分 類 へ の 切 替 に あ た*
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(8)

点 中430点 とな った 。 以 下 の調 査 は この修 正 ず み の もの を扱 って い る。

IVLC件 名 と図書標題

1文 献検索におけ る図書標題 の機 能

本章 では図書標題 と比較す る ことに よ り,件 名を構成す る用語の特性 を把

握す ることを 目的 と しているので,は じめに文献検索におけ る図書標題 の機

能を検討 してお く。 文献検索において 図書標題 が 有効に 機能す るか ど うか

は,標 題が 内容を的確に表 現 してい るか ど うかにかか ってい る。 そ こで,論

文内容 を示 し,主 題か らの検索にかな り 有効であ ることがKWIC索 引そ

の他 に よって証 明されてい る論文標題 と図書標題 とを情報 の量お よび質の両

面か ら比較 した。

情報量 につ いてはそれぞれの1点 当語数 を調査 した。管理科学図書以外は

いずれ も関係論文 に示 され ていた数字か ら算 出 した ものであ り,す べて英語

文献 であ る。

(9)

農 学 論 文 標 題
(10)

政 治 学 論 文標 題
(11)

数 学 図 書 標 題
(12)

管理科 学図書標題

延 語 数

2,593

17,862

9,793

7,116

点 数

203

2,614

1,539

1,136

1点 当語数

12.8

6.8

6.4

6。3

*り ,一 応それ らの対 応表 を作成 した が,そ の序文 で 「本来,体 系 の異 な る分 類表

の記 号対照 表 の作成 は,そ れぞ れ の分類項 目の概念 の領域に差 があ るために不 可

能 な ものであ る.こ の対照表 は,… …旧体系 と新体 系 との対 応 関係 をきわめ て粗

略 な形 で指 示す るにす ぎない.」 と注意 してい る.『 日本十進分 類法(新 訂6版)

デ ューイ十進 分類 法(14版)国 立国会図 書館分類表対照 表』(1968)参 照,

(8)こ れ は この調査作 業 のため に行 な った措 置で あ り,図 書館 の分類は現 在時 では

そ の ままであ る.

(9)中 村 千里 「日本論丈 お よび 外 国論文に おけ る 英 文標題 中の 不 要語 の頻度比 較
一一ee学 分野につ い て一 」LibrarySystem・ 第8巻 第3/4号(1969) ,p.135よ

り算 出.

(10)KJanda,1nformationRetrieval'ApPlications彦oPoliticalscience(New
York:Bobbs-Merril1,1968),pp.59,&62よ り算 出.

(1D牛 島照央 「数 学書 の 標題検索」(科 学研 究費試験 研究 「計算 機に よる情報検 索

お よび 数理科学分野 におけ る 科学 情報伝達 の調 査研究 」報告会資 料,1971年3

月)[pp.1-2コ よ り算 出.

㈹ 本章2(2)参 照.
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上 例では政治 学論文 と管理科 学や数学 図書 では語数がそ う異な らない こと

が示 されてい る。 しか もこの政 治学文献を対 象 として,KWIC索 引が編成
(13)

され利用に供 され てい るところか ら,語 数 の点では図書に関 して も同様 の検

索 方法を採用す ることが可能 といえる。

次に情報 の質 につ いては,一 般英文 と専門分野用語 との構成上 の差異に 言
(14)

及 したJ・MLong等 の調 査 に 上 述 の図 書 の場 合 を追 加 して み た 。(第1表 参

照)

第1表 一般英文,専 門用語,図 書標題の構成上の差異

度
語
合

の
割

藷

る

現
位
め

○
占

出
第
の

一 般 英 文

(G.Dewey調 査)

X線 医が診断 に

使 う こ と ば
(J.M.Long調 査)

数 学 図 書

(牛島 調 査)

管理科学図書

(今 回 調 査)

第1・ 酬 25%1 31.8%1 29・2劉 30.5%

第1・ ・ 釧 5・%[ 64.9%1 65・9%【 64.2%

第1… 倒 75%i 94.5% 95・7%1 95.4%

調 査 語 数}1・ ・.…1・ ・.… 9,793 7、116

図書 の場合,管 理科学,数 学 とも調査 点数 が少ないけれ ども,「 ことばが
(15)

専門 分野に しぼ られ ると 上位 の比率が やや 高 くなる」 とい う 傾 向にて らす
(16)

と,か な り専門用語 を含んで いる と見なす ことが で きよ う。

これ らに よって,図 書標題 も論 文標題 と同様 に検索 の手がか りと して利用

で きる ことが示 された と思 う。 しか しなが ら,従 来,図 書標題 はもっぱ ら書

名 目録 と して利用 され,し か も正確な標題 を知 らなければ検索が難 か しい と

い う短所があ った。 これ に対 し,主 に論文標題 を対象 とす るKWIC索 引

⑱K.Janda(ed,),CumulatiueIn4extotheAmericanPoliticalSciencej蹄 βω,

Volumes1-57'1906-1963(Evanston:NorthwesternUniversityPress,1964).

(1のJ.M.Long,H.J。BarnhardandG・c・Levy,``DictionaryBuildupand

StabilityofWordFrequencyinaSpecializedMedicalArea,"American

Docormentation,xvIII(January,1967),P・22-3・

㈲ 中 村 千 里,loc・cit・

(16)日 本 語 文 献 の 場 合,書 名 の90%以 上 が 主 題 を 示 す 用 語 を 含 ん で い た と の 報 告 が

あ る,遠 藤 英 三 「主 題 の 把 握 と そ の 表 現 一 分 類 と 件 名 作 業 の 融 合 の 試 み 一 ゴ

『図 書 館 界 』 第111号(1969年9月),p,84参 照.
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で は,標 題 中 の 重 要 語 が す べ て ア ク セ ス ポ イ ソ トとな る こ と が 大 き な 長 所 と

な っ て い る。 ま たMITのTIP(TechnicallnformationProject)シ ス

テ ム で は,例 え ば

FIND:TITLE===INFORMATION

と い う命 令 で,標 題 中 に"information"と い う語 を 含 ん で い る 文 献 を す べ
(17)

て見 い出す プログ ラムが組 み込 まれ ている。 このKWIC索 引やTIPシ

ステムに共通 してい るのは,情 報 の生産者 と利用者の仲介をす る図書館その

他において,情 報 内容 の変換 を避 け るとい うことで ある。

さ らに最近では,こ の よ うな方法 を図書館へ も導 入 しよ うとい う動 きがで

て きてい る。 例えば,都 立 日比谷 図書館 の北村に よる 「書名中のキイ ・ワー
(18)

ドに よる件 名 目録」 の提 唱が あげ られ る。 この よ うに見 て くると,文 献 検索

に おけ る図書標題 の機能 はかな り重要視 され るよ うにな って きた と考 え られ

る。

2LC件 名 と図書標題の比較

(1)は じ め に

この種 の調査 は,KWIC索 引の出現以来,そ の有用性を 裏づけ るため

に,さ まざまの分野で数多 くな され て きたが,そ れ に対す る批判 もないわけ

ではない。 例 えぽ,G・Saltonは それ らに共通の問題点 と して,検 索実験を
(19)

と もな って い な い こ とを あ げ て い る。 また,V・Mosteckyは,1956年 す な

わ ちH・P・Luhnに よるKWIC索 引発 表 の2年 前 に,件 名 と書 名が 類 似 す
く　の

るの は,件 名 に と って望 ま し くな い こ とだ と指摘 して い る。 そ れ は,書 名 を

0のCf.M.M.Kessler,TIPPrograms,AFunotionalDescriptionoftheprograms

AvailabletotheUsers(～ftheTIPSystem(MassachusettsInstituteof

Technology,1967),p.3.

㈹ 北 村 泰 子 「日 本 に お け る ユ ニ ッ ト ・ カ ー ドの あ り方 に つ い て 」 『整 理 技 術 通 信 』

第18号(1971年5月),p.3.

⑲(沸G.Salton,"AutomaticTextAnalysis,"Science,MLXVIII(April,

1970),pp.335-6.

⑳(;f:,V.Mostecky,"StudyoftheSee-AlsoReferenceStructureinRela-

tiontotheSubjectofInternationalLaw,".American1)ocumentation,VII

(1956),p.303.
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い くつかに分割 して件名 とす るためなので,結 局,一 般的でぼんや りした件

名にな って しま うとい う意見 であ る。

しか しなが ら,通 常,標 題 が図書内容 を知 るた めの最初の手がか りと して

利 用者 に親 しまれ ている ことを考慮す る と,件 名 と標題 の一致 がいちが いに

件 名の欠点 だ とは考 えに くい。 また,Saltonの 検索実験が 欠けている との

批 判に対 しては,検 索実験 には さまざまの方法論上の困難 があ って,実 施 し
(21)

て も明 確 な結 論 が 得 られ な い場 合が あ る こ とを 指 摘 して お きた い。

一 方 ,件 名 と書 名 の 単純 な対 応 調 査 の場 合,特 別 の 判 断 も不 要 で容 易に 進

め られ る とい う利 点 が あ る。 しか も,前 述 の よ うに,標 題 が 検 索 の手 が か り

と して重 要 視 され て きて い る今 日で は,標 題 と件 名 を構 成 す る用語 が 一 致 す

る こ とは,こ れ ら両 者 に とっ て プ ラス と解 釈 す る こ ともで き る よ うに 考 え ら

れ る。 この よ うな 立場 か ら,以 下 に 述 ぺ る比較 調査 を行 な うこ とに した 。

(2)語 数 調 査

件 名 と標題 を構 成 して い る用 語 の一 致状 況 を 調査 す るのに 先 立 ち,そ れ ぞ

れ の 語数 を 調査 した 。

標 題 の場 合,今 回 の 調査 で は副 書 名 まで を 含 め叢 書名 は除 外 した が,そ の

前 後 を デ リ ミタ ー(空 白,ピ リオ ド,セ ミコロン,コ ロンなど)で 囲 まれ た も の

(例:Computer,pL/1,0n-1ine,1920-1938)を 単 語 と し,こ れ を標 題 語 と称 す る

こ とに した。 件 名 に つ いて も,標 題 と同様 の基 準 で単 語 を定 め,件 名 語 と呼

ぶ こ とに した 。 管 理 科 学 図 書1,136点,延 件 名数1,789個 の語 数 そ の 他 は 次

の通 りとな った 。

標 題 件 名

(1)延 語 数7,1164,320

(2)異 な り語数1,328(集 計せ ず)

⑳ 例 え ば,現 在 の と ころ,最 も大 規 模 で 綿 密 に 計 画 され た 検 索 実験 とい わ れ て い

るAslibCranfieldResearchProjectに お い て も,得 られ た デ ー タが さ ま ざ

まに 解 釈 され て,実 験 対 象 とな ったUDC.件 名,フ ァセ ッ ト,ユ ニ タ ー ム の

4種 の うち,い ず れ が 最 もす ぐれ て い るか に つ い て,明 確 な結 論 は 出せ な か った

の で あ る.(;f,,J.R.sharp,"InformationRetrieval,"Hαnclbook(ゾspecial

Librarianshipα 嘱InformationWork,ed.W.Ashworth(London:Aslib,

1967),p」54.
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(3)1点 当 語i数6.33・8

(4)出 現 頻 度1の 語 数765(集 計 せ ず)

上 記 の よ うに,延 語 数 で み る と,標 題 語 が 件 名語 の約1.6倍 とな って い る。

従 って 図書1点 当語 数 も,標 題6.3語(本 章1参 照)に 対 し件名 で は3.8語 に

と どま っ て い る。な お,1件 名 当語 数 では2語 よ りな る件 名(例:Inf・rmati・n

theory;Simulati・nmeth・ds)が 最 も一般 的 で,全 件 名 の46%(829/1,789)

を 占め てい る。(本 章2(3),第2表 参照)

(3)件 名 と標題 の対 応 状 況

今 回 は件 名 語 を 基 準 と し,そ れ が標 題 語 と どの程 度一 致 す るか を 調査 す る

こ とに した 。 この場 合,語 順 が異 な って も,途 中 に 機 能語 そ の他 が 含 まれ て

い て もか まわ な い こ とに した 。 件 名 に は転 置 標 目(例:psycho】 ・gy,Industrial)

が か な り見 られ,標 題 は 文脈 を構 成 す るた め に 機 能 語 を 豊 富 に 含 ん で い るた

め で あ る。 また,若 干 の語尾 の 相違(名 詞形 と形容詞形,名 詞の単複など)は 同

一 視 した が ,語 幹 の異 な る同 義語 は別 語 と見 な し,件 名 語 と標 題 語 の語 形 上

の 一 致 調査 と した。

す な わ ち,件 名語 と標 題 語 が上 述 の 条 件 で一 致 す る ものに 下 線 を 付 し,

㈲1件 名 を構 成 す る件 名 語 のす べ てが,標 題 語 のす べ て,あ るい は い く

つ か と一 致 す る もの

(B>件 名 語 の一 部 が,標 題 語 の い くつ か と一 致 す る もの

⑥ 件 名 語 のす べ て が,標 題 語 とは 一一致 しな い もの

く　　

の3グ ル ー プに 分 け た 。 この 結果 を1件 名当 語 数 別 に集 計 した ものが 第2表

で あ る。

まず,件 名単 位 でみ る と(A)お よび(B)の 合 計68.4%は,件 名 語 と 一致

した標 題 語 のす べ て を ア クセ ス ポ イ ン ト とす るKWIC索 引そ の他 を採 用

す れ ば 十 分 に 機 能 す る。 これ はD.H・Kraftの 法 律学 論 文 に 関 す る 調 査

㈱ 例=書 名DynamicProgrammingana・TL40demControtTheory・ 件 名Contrel

theory_一 一→(A);programming(Mathematics)一 一 →(B);SystemanalysiS-一 一→

◎ ・(こ の 例 で は 下 線 の か わ り に ゴ シ ッ ク 体 に し て あ る 。)
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第2表LC件 名 と標題の一致状況

1件 名当

語 数

1

2

3

4

5

6

7

8

計

LC件 名

㈹ (B) (c)計

199

218

52

15

1

12

338

181

145

49

10

2

1

111

273

98

52

26

5

1

322

829

331

212

76

15

3

1

LC件 名 語 数

(B) ⑥ 十二二口

4851738

(27・1%)i(41・3%)

566
(31.6%o)

199

436

156

60

5

(}bllg)i(19.1碧)

12

676

543

580

245

60

14

8

111

546

294

208

130

30

7

2,1381,326

(49・5%)1(30・7%)

322

1,658

993

848

380

90

21

8

4,320
(100%)

く　

(64.4%)よ りや や 高 率 で あ る。 この こ と も本 章1の 諸 調査 と同様 に 図 書 標

題 が 論 文 標 題 と同様 の働 きをす る こ とを示 して い る。 次 に件 名語 数 で は,⑧

グル ■…一プ で 標 題 語 と ・一致 した も の812語 と,一 致 しなか った もの1,326語

を,そ れ ぞ れ ㈲ と(C)に 加 算 す る と,(A)1,668語(38.6%),(C)2,652語

(61.4%)と な る。 つ ま り,件 名 を各 件 名 語 に 分割 し,標 題 語 と比 較 す る と

一 致 率 はか な り低 くな るわ け で ,や は り件 名 と標 題 の間 に はか な りの 相違 が

あ る ことが示 され た 。

な お,こ の調 査 に お け る語 尾 調 整 分 は,

異 な り語 数 延 語 数

(1)標 題 語 が形 容 詞 形 で,件 名 語 が名 詞 張 の場 合4173

(2)標 題 語 が 名詞 形 で,件 名 語 が形 容 詞 形 の場 合2034

(3)そ の 他(例:act;action)922

計70129

で あ って,全 件 名語 数 の3%に す ぎな い。 これ は検 索 用 に 人 工 的 に 作 られ る

件 名 が,著 者 に よる 自由な 表 現 で あ る標 題 に な らお うと してい る傾 向 を示 し

㈱(;f,,D.H.Kraft,"AComparisonofKeyword-in-Context(KWIC)Index-

ingofTit】eswithaSubjectHeadingClassi五cationSystem,"American

Documen彦a彦on,xv(January,1964),P・50・
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てい る よ うに 思 われ る。

次 に 件 名 の 採択 年 代 に よ る 語形 上 の 変化 と 標 題 との関 係 を 調 査 した 。 ま

ず,(1)今 回 使 用 したLC件 名標 目表(第7版,1966年 刊)に 記 載 され て いた

件 名 と,(2)記 載 され て い なか った 件 名(第7版 刊行以後に件名 として採用 された

と考え られ る)に2分 した 。 そ の 内訳 は次 の通 りで あ る。

'異 な り件 名 数 延 件名 数

(1)5581,642

(2)77147

言十6351,789

これ らに つ い て,件 名 の ㈲(B)(C)別 の変 化 と,1件 名 当語 数 別 変 化 を考 察 し

た。(第3表 および第4表 参照)

第3表LC件 名採択年代別件名 と標題の一致状況

件名採択 件 名 数

年 代 ㈹ (B) (C) 十二=
口

(1){444(27.1%)1677(41.・%)1521(31.7%)11,642(1・ ・%)

(・)141(27・9%)}61(41・5%);45(3・ ・6%)1,・ ・(1・ σ%)

計}485(27.1%)レ38(・1.3%)1566(31.6%o)11,789(1・ ・%)

第4表LC件 名の長 さと件名採択年代の関係

1件 名当

語 数

1

2

3

4

5

6

7

8

一
計

件 名 採 択 年 代

(1)1
104(100%)1
220(86.6%)

104(81.9%)

77(88.5%)

41(83.7%)

8(80%)

3(100%)

1(100 %)l

lES-(87・9%)1

(2)

34(13.4%)

23(18.1%)

10(11。5%)

8(16.3%)

2(20%)

十ニゴ
ロ

104(10d%)

254(100%)

127(100%)

87(100%)

49(100%)

10(100%)

3(100%)

1(100%)

77
.(12・1%)!

635(100%)
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す なわ ち,第3表 に よ る と,(1)の ㈹(B)⑥ 別 構 成 比 は 合計 のそ れ とほ と

ん どか わ らな い が,② で は(C)が 若 干減 り,逆 に ㈲ が 増 えて い る。 つ ま り,

最 近 採 択 され た 件 名 の 方 が 以前 の もの よ り,標 題 との一 致 率 が 高 ま って い

る。 また,第4表 は件 名 を構 成 す る用 語 の語 数 別 に(1)と(2)の 構 成 比 を示 し

て い るが,(2)の 場 合,1語 の件 名 が 皆 無 で あ る一 方,4語 の場 合 を除 き2～

6語 か らな る件 名 が 増 加 して い る。 これ も第3表 の場 合 と同様 に件 名 の標 題

(24)

へ の接 近 を示 して い る わけ で あ る。

次 に社 会科 学 分 野 の文 献 検 索 に お いて 重 要 な 手 が か りとな る地 名,人 名,

第5表 地名,年 代,人 名のLC件 名 と標題への出現状況

巨

1

佳

ー

"

標 題

L一

地 互 り

あ り な し

延1異 なゲ 延1異 なり

十
昌
二
口

延 異 な り

件

名

年

代

人

!名

名L

合

十二=ロ

な し

十…巨

あ り

29

4

33

な し1 17

十二昌
ロ 17

19

4

23

17

17

あ り

な し

十二ニ
ロ

あ り

な し1

計

8 7

8

16

「

37

29

6b

8

15

26

29

55

621 60 91i 79

_一 一/レ
31,1

_一 「
1_一

3 1

/}

/

!

/

■ ± 8 7

65{ 61 1・2i87

⑳LC件 名 標 目表 第5版 で は 少 な くと も主 件 名 の3分 の1が1語 か らな って い た

が,第7版 で は2語 か らな る主 件 名 が 増 大 した.本 稿 で は こ の後 の 変 化 を扱 っ て

い るが,主 件 名 と細 目 と を 区別 しては い な い.cf・,J・E・Daily,"Manychanges・

NoAlteration:AnAnalysisofLibraryofCongressSubjectHeadings,

SeventhEdition,"Library∫ourvaal,XCII(November1,1967),p.3962.
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年代 な どの標 題 や 件 名 へ の 出 現状 況 を調 査 した 。(第5表 参照)

今 回 の 調査 対 象 で は これ らの フ ァセ ッ トを含 む 文 献 が 全 体 の6,5%に す ぎ

ず,十 分 な 分析 は で きなか った が,件 名 を基 準 と した標 題 へ の 出現 率 は 地 名

32%,年 代 な し,人 名100%o,逆 に 標 題 を 基 準 と した件 名 へ の 出現 率 は 地 名

88%,年 代 な し,人 名50%で あ った 。 年 代 は標 題 と 件 名 の それ ぞ れ に 出現

した け れ ど も同 じもの は全 くなか った わ け で あ る。 これ らの地 名,年 代,人

名 を合 計 す る と件 名が 標 題 の1.5倍 出現 して お り,こ の 点 で は,や は り主 題

分 析 を経 た件 名が 標 題 に ま さっ て い る ことを示 して い る。

以 上,LC件 名 と標 題 に つ い て さ まざ まの角 度 か ら分析 して きたが,こ れ

らに よ って,LC件 名 を構 成 す る用 語 の特 性 が か な り示 され た と思 う。

VLC件 名 と小樽分類

1件 名 お よび 分 類 付与 状 況

(1)小 樽 分 類

皿3で 述 べ た 分 類 修 正 後 の,管 理 科 学 図書1,136点 に対 す る分 類付 与 状 況

は次 の通 りで あ る。

(1)小 樽 分 類 項 目数(洋 書)74項 目

(2)管 理 科 学 図書 に 使 用項 目数36項 目

(3)使 用 分 類1項 目当 点数 平 均31.6点 最 高227点 最低1点

上 記 の よ うに,管 理 科 学 図書 に使 用 され た 項 目は 全 体 の 約 半 数 に す ぎず,

そ の うちで も特 定項 目へ の集 中が か な りは げ しく,40点 以 下 が31項 目,60点

以上 は5項 目で,し か もそ の うち の3項 目は180点 以上 で あ る。(付1.小 樽

分類項 目別管理科学科蔵書構成.参 照)こ れ は1項 目当 の 集 中度 が 高す ぎて,管

理 科 学 図 書 に とって現 行 の表 体 系 では 分 類 の役 を は た して い な い とい え る。

(2)LC件 名

管 理 科 学 図書 へ の 件 名 付与 状 況 は次 の通 りで あ る。

(a)件 名 付与 数

異 な り635件 名*延1789件 名
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(*主 件名および細 目か ら構成 されているものについては,形 式細 目の場合

は無視 し,主 題細 目の場合のみ別件名 として集計 した。)

1件 名 当 出現 頻 度'

平 均2.8回 最 高55回 最低1回(391件 名)

(付2.出 現頻度順LC件 名一覧表,参 照)

図 書1点 当 件 名 付与 数

平 均1.57個

付 与 数 別 内訳

1個627点(55.4%)2個373点(32.7%)

{3個ll2点(9.9%)4個20点(1.8%)

な し4点

分類(枚 挙 式)と 件 名の大 きな相違は,前 者が原 則 と して1項 目に分類 さ

れ るだけなのに,後 者 は文献 に含 まれ る主題の数だけ 付与 で きるとい う点で

ある。 今回 の調査で の件 名付与数 は,上 記 の通 り,平 均1.57で あった。 こ
(25)

れ はV.Mosteckyに よる 国際 法 分 野 で の1.66を 下 回 る。 この理 由 は 国際

法 と管 理 科 学 とい う 主 題 領 域 の 差 に よ る もの と 思 われ る。 周 知 の よ うに,

LCの1点 当件 名 付与 率 が年 に よっ て変 化 して い るわ け で は な いか ら,管 理
(26)

科学 図書 の方が最近 の出版 物であ るため,付 与率が下 るとはいえない。従 っ

て年代 に よる相違で はないか らであ る。 それに して も,両 者 とも1.6前 後で

は文献 内容 に対 して十分 な件名が付与 され てい るとはいえない。ただ し,以

下の考察 は現在付与 されてい る件 名に もとついて進め る。

く　アラ

2LC件 名 と小 樽 分 類 の関 係

(1)件 名 の分 類 分 散 状 況

前 述 の よ うに,図 書1点 は,1つ の項 目に 分 類 され るが,件 名 は1～4個

㈱V.Mostecky,o少.cit.,pp.312-3.、

㈱ 国 際 法 の 場 合 す べ て1950年 代 前 半以 前 で あ る.一 方,管 理 科 学 図 書 は1940年

代 が 数 点 のほ か1950年 代15%,60年 代85%と な って い る.

伽 松 田芳 郎 「Deusexmachinaな しの 図 書 館 近 代 化 一 古 い 社 会 科 学 系 小 図 書

館 の 例一 」 『経 済 資 料 研 究 』 第4号(1971年),PP.1-23参 照,
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付与 され る。 そ こで,同 一 件 名 が 与 え られ て い る図 書 の分 類 項 目が どの よ う

に 分散 してい るか を 調 査す る こ とに よ り,管 理 科学 が 境 界領 域 を構 成す る こ

とを具 体 的 に示 す 。 す な わ ち,出 現 頻 度 第1～35位(出 現 度 数55～10回)の

延634件 名 に つ い て,そ れ らが 出現 した 異 な り分 類 項 目を,出 現 頻 度 との相

関 図 で示 した。(第1図 参照)

こ こには 管理 科 学 を構 成 す る研 究 領 域 や対 象,分 析 用具,手 法,道 具 な ど

を示 す 主 要 な件 名 が 集 ま って い る。 これ らを 分 類 項 目数 の 点 か らみ る と,項

目数 の多 い件 名 と して は管 理 科 学 で よ く使 用 され る分析 用 具(例:Simulati・n

methods;Linearprogramming)や 手 法(Electronicdatapr・cessing)が 目立

ち,項 目数 の 少 な い 件 名 と して は 対 象(例:Organizati・n)や 数 学 理 論 が 多

い。 中間 に は これ らの ほか に 道 具(例:Electronicdigitalcomputers)も 見 い

出 され る。 つ ま り,項 目数 が 多 い の は,さ ま ざ ま の対 象 や道 具 と組 み 合 わ さ

れ る分 析 用 具 や 手 法 で あ って,管 理 科 学 の境 界領 域 と して の特 性 を よ く示 す

件 名 で あ る。 例 え ば,``Simulationme七hods"は 経 営 学,社 会 学,政 治学,

経 済政 策,経 済 原 論,経 済 一般,コ ン ピ ュー タ科 学,科 学 一 般 の8項 目に 出

現 し,"Linearprogramming"は 数 学,統 計学,経 済 政 策,経 済 原 論,経

営 学,運 輸 ・通 信 の6項 目に 出現 して い る。 一 方,出 現 した項 目数 が 少 な い

の は,従 来 か らの伝統 的 分類 で安 定 して い る主題 と,分 析 用 具 そ の他 が 適 用

され る対 象 で あ る。 後 者 は 皿3に お け る分 類 統 一 で,分 析 用 具 や 手 法 とそ の

対 象 を 同時 に含 む文 献 は,対 象 が 属 す る項 目に分 散 す る とい う規 程 を設 け て

い るた めで あ る。 これ は小 樽 分 類 もそ の1つ で あ る枚挙 式 シス テ ムで は,原

(28)

則 として1つ の項 目に しか分類 され ないか らであ る。

従 って,現 行分類体 系で,管 理科学領域 の分析 用具その他 で多 くの分類項

目に 出現す る主題 を もれ な く検索す る ことが きわめて困難 であ ることが理 解

㈱ これ はすべ ての枚挙 式分類 に共通 の宿命 であ る.例 えば,慶 応 義塾大 学文学 部

図書館 ・情報学科 図書室では,DC(第16版)とSearslist(第8版)を 使用

してい るが,件 名"Informationstorageandretrieva1"を 与え られ てい る

図書201冊 の分類は28項 目に のぼ ってい る.(1971年2月 末現 在)な お,件 名
の分類 分散につい ては,伊 藤昭治 「閲覧 用 目録 の編成 につ い て一 公共図書館 の

事例一Jr図 書館 界』第111号(1969年9月),P.81参 照 。
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LC件 名の小樽分類での分散状況(付2参 照)
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され よ う。 この点では,直 接必要 な項 目か ら検索で きる件名がす ぐれ てい る

ことに なるが,件 名には抽象度 の異 なる概 念 を一括 してABC順 に配 列 して

,
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しま うとい う欠 点 が あ る。 そ れ に対 し,こ れ らを い くつ か の フ ァセ ッ トに ま

とめ,そ の 中 は一 定 の順 序 で 配 列 して お き,そ れ らを必 要 に 応 じて組 み 合 わ

せ て 文 献 内 容 を表 現 す る とい う,本 稿 の 冒 頭 で あ げ た フ ァセ ヅ ト分 類 の構 造

な らば,ど の フ ァセ ッ トか らで も接 近 で き,必 要 な項 目も容 易 に見 い 出せ る

とい うことに な る。

この フ ァセ ッ ト分 類 の 長所 が 生 か され る の は,数 多 くの フ ァセ ッ トか ら構

成 され る主 題 領 域 の場 合 で あ り,今 回 と りあげ た 管 理 科学 を一 例 とす る境 界

領 域 科 学 も こ こに 含 まれ るわ け で あ る。 さ らに,管 理 科 学 の 中 で,具 体 的 に

どの主 題 領 域 が よ りよ く該 当 す るか は次 項 で検 討 す る。 なお,1つ の分 類 項

目に しか 出現 しな い主 題 の場 合,上 述 の フ ァセ ッ ト分 類 の長所 は 発 揮 され な

い。 これ に該 当 した 件 名 は 次 の通 りで あ る。

出現 頻度 件 名数 全 件 名 に 対す る割 合

2-11回1297.2タ6

1回39121.9%

これ は 件 名 全体 か らみ れ ば,き わ め て少数 とい え よ う。

② 分 類 項 目別 件 名 付与 状 況

は じめ に,LC件 名 の形 式 に つ い て述 べ て お きた い。 す な わ ち,LC件 名 は

そ の形 式 が 統一 され て いず,例 えば,主 件 名一 細 目(例:Industrialmanage-

ment-Mathematica]models)と した り,そ れ ぞ れ を主 件 名 と して2件 名 に

した り して い る。 そ して どの よ うな 場 合 に 前 者 を と り,ま た 後 者 を と るか
(29)

は,LCで も論 理 的 に は 区 別 され て い な い。 従 って,先 に 管 理 科 学 の場 合,

図書1点 につ き平 均1.57個 の件 名 が 付 与 され て い る と述 べ た(本 章1(2)参 照)

け れ ど も,こ れ で は正 確 に 主題 の 数 を示 して い る とは い えな いわ け で あ る。

そ こで,主 件 名一 細 目の場 合 を分 割 して2件 名 と見 なす とい う方 法 で 集 計 し

直 した と ころ,次 の よ うに な った 。

延 件 名 数2,134個

㈲Cf・,J・E・Daily,loc・cit,な お,こ れ は件 名 目録 の 使 い に く さの 一 因 に もな っ

て い る.
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図書1点 当 平 均 付 与 数1.88個

つ ま り,こ の よ うな 方 法 を と って も平 均2件 名 以下 で あ るか ら,や は り各 図

書 に十 分 な件 名 が 付 与 され て い る とは考 え られ な い。 た だ し,今 回 は前 述 の

よ うに 現 在 付 与 され てい る件 名 を対 象 と して 調 査 を進 め る こ とに して い るの

で,こ こで も,ωLCの 形 式 の ま ま と,(B)主 件 名一 細 目を2件 名 と見 な

す 場 合 とに分 け,分 類 項 目別 の件 名 付 与 状 況 を 調査 す る こ とに した 。 す な わ

ち,分 類 点数 第14位 まで(延1,007点,全 図書の88.6%.付1参 照)の 件 名 付 与

状 況 を第6表 に示 した 。

第6表 小樽分類項目別LC件 名付与状況

類
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*付1参 照 .

1)主 としてIR関 係.

2)ほ とん どコ ソピュー タ科 学.

3)サ イ パネテ ックス,人 工知 能,情 報 理論 な ど.

同表 に よ る と ㈲ タ イ プ と ⑧ タ イ プで 件 名付 与 率 が 大 き く変 動 した の は,

1/1と4/2お よび10/3と8/5で あ り,前2者 は上 昇 し,後2者 は 下落 して い
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る。 まず,上 昇 した1/1商 業 一一般 と4/2経 済 原 論 で は,か な り多 くの 主件 名

に対 して,地 域 名 と"Mathema七icalmodels"が 細 目 と して 付 加 され て い

る。 前 者 は対 象 の限 定 で あ り,後 者 は分 析 用 具 で あ る。 つ ま り,1/1と4/2

で は 少 な くとも,対 象,分 析 用 具,地 域 の3フ ァセ ヅ トが 出 現 して い る こ と

に な る。 一 方,付 与 率 が 減 少 したlo/3と8/5の 場 合,細 目を も った件 名 は

10/3論 理 学 では22点 中1件(Science-Phi1・s・phy),8/5数 学 で は211点 中

9件(例:Numerica】calculati・ns--C・mputerpr・grams)に す ぎず,主 件 名 は

ほ とん ど 数 学 理 論 で あ っ て,当 然 フ ァセ ッ ト数 も 少 な くな って い る。 つ ま

り,(B)タ イ プ件 名 の場 合,付 与 率 の高 い項 目は フ ァセ ッ ト数 も多 くな り,

付 与 率 の低 い項 目は フ ァセ ッ ト数 も少 な くな っ て い る よ うに 思 われ る。

そ こで(B)件 名 に おけ る 項 目別 付 与 率 の順 位 に従 ってみ て い くと,第1位

経 済 政 策 か ら第8位IR関 係 まで は,実 証 分 析,実 験,応 用 な どを主 とす る

項 目で あ り,対 象 に よ って分 類 項 目が 定 ま り,そ れ に分 析 用 具,手 法,道 具
(30)

な どの フ ァセ ッ トが 付加 され,さ らに地 域 や 年 代 の 限定 が され て い る とい っ

た 場 合 が 多 い。 次 の7/4コ ン ピ ュー タ科 学 に は 手 法 とそ れ に使 用 され る道 具

そ の もの を研 究 対 象 とす る文献 が 多 い 。 第10位 サ イバ ネ テ ッ クス,情 報 理

論 か ら第14位 数 学 まで は,管 理 科 学 領 域 で用 い られ る 分 析 用 具 そ れ 自体 を

対 象 とす る資 料 が 多 く集 ま って い る。従 って,分 類 項 目別 の件 名 付 与 率 に よ

って,(1)第1-8位,(2)第9位,(3)第1(ト14位 の3グ ル ー プに 分 け る こ

とが で きる よ うに 思 わ れ る。

この グル ー プ分 け は,結 果 的 に は,古 瀬 大 六 前 図 書館 長 に よ って1964年

頃 に作 成 され た 管 理 科 学 分 類表(案)の 構 成 と きわめ て類 似 して くる。 す な

わ ち,古 瀬 案 で は,現 行分 類 表 に 第16門 と して,ManagementSciencesを

追 加 し,そ れ を1Genera1(5項 目),2Theory(12項 目),3Computers

&ComputingMethod(7項 目),4ApPlications(6項 目)に 分 け て い る。

㈲ 今 回の調査対 象で あ る管理科 学図書で は地域 ファセ ッ トの出現 率はか な り低 い

(IV2(3)参 照)が,そ れで も第1-8位 までは10/4と11/2以 外す べ ての項 目に出

現 してい る。 なお第9位 以下 には1件 も出現 していない.
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(31)

(付3.管 理科学分類表(古 瀬案)参 照)古 瀬 案 の2と 今 回 の(3)グ ル ー プ,3と(2)

グル ー プ,4と(1)グ ル ー プが そ れ ぞ れ ほ ぼ 対 応 す るわ け で あ る。 今 回 の調

査 対 象 で は,(1)406点(40.3%),(2)227点(22.5%),(3)374点(37.2%)と

第7表 小樽分類項目別LC件 名付与個数内訳

(1)

ヰ

分類番号 分 類 点 数

4/3

1611
1?i;

班
11/21

37

17

24

19

189

26

61

33

件 名 付 与 数 別 内 訳

1 個2個

il3
7

11

7

61

5

18

8

3個 以 上

7

3

5

6

9

3

0

8

ワ
「

1

3

1

7

7

8

6

9

8

3

7

1

4
.

1

小 計14・6(1・ ・%)ll61(39・7%)113・(32・ ・%)1 115(28.3%)

(・)17/4!227(1・ ・%)11・ ・(45・8%)1 81(r5・7%)i 42(18.5%)

(3)

7/-33

10/322

13/1 、89

9/2119

8/5i211

17

10

55

13

119

0
/

0
/

0

3

7

2

6

一7

3

4

3

5

1

2

!小 計1374(1・ ・%)214(57・2%)11・8(28・9%)i
52(13.9%)

合 訓1…7(1・ ・%)i479(47・6%)1319(31・7%) 209(20.7%)

*分 類内容は第6表 参照 .

(3Dこ の分類表 も 枚挙式 シス テ ムのため,本 章2(1)で 記 した問題 点.つ ま り,原

則 と して1か 所 に しか分類 され ない ので,4Applicationsの 中の さまざ まの分

野 で共通 に用 い られ てい る分析用 具そ の ものを網羅的 に検 索す ることが 困難 であ

るのはい なめない.な お,こ の表 は図書館 側の事 情で採 用 されず,現 行分類表 が

用い られ,同 科受入で あ る ことを示 すKマ ー クが付 加 され てい る.こ の方 法は

古瀬案 の4Applicationsに 相 当す る 内容 の場 合は,Kマ ー クに より 管理科学

的手法が適用 され てい る ことを示 すので有効 であ る.た だ し,こ の方 法 を続行す

るのな らば,脚 注(1)で も指摘 しておいた よ うに,同 科受 入か どうか に よるので な

く,管 理科学的 手法 を扱 うすべ ての資料 を対 象 とすべ きであ る.
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な って い るが,こ れ らを(B)タ イ プ件 名 の 付 与 個 数 の構 成 比 でみ る と,1個 の

場 合 が(1)(2)(3)の 順 に 増 加 し,3個 の場 合 は逆 に 減 少 して い る。(第7表 参照)

これ らの3グ ル ー一一一プの うち,フ ァセ ッ ト分 類 の長 所 が 特 に生 か され る の は

(1)グ ル ー プで あ る。

Nlお わ り に

前章では,LC件 名 と小樽分類 の諸関係 を分析 して,LC件 名を フ ァセ ッ

ト分類に組み替 えて利用す るため有用なデ ータをい くつか導 出 した。す なわ

ち,件 名の分類分散 を手がか りに フ ァセ ッ ト分類にふ さわ しい主題(件 名)

を求め,ま た分 類項 目別 の件名付与状況 の調査 に より,フ ァセ ッ ト分類 の長

所 が発揮 され る主題領域(分 類項 目)を 明 らかに したわけであ る。

そ の過程で分析 用具その他 い くつかの フ ァセ ッ トをあげ てきたが,こ れ ら
くお　ラ

の設定に さい しては次 の構想 を出発点 と している。

i)主 題 が 理論 で あ るか,実 証 で あ るか。

ii)実 証 と して,手 法 が 特 に 問 題 とな るな ら,数 式 表 現(計 量 的)か,

統 計 数値 を使 用 す るか,文 章 表 現 で あ るか。

iii)実 証 素 材 は,地 域 的 限 定 を もつ か,時 代 的 限 定 を もつ か 。

iv)分 析 ・実 証 の対 象 は どの よ うな主 体 の もの か,ど の よ うな産 業 に属

す るか。

v)分 析 す る側 面 が,経 済 学 ・経 営 学 ・心 理 学 ・政 治学 ・社 会学 的 な も

ので あ るか。

た だ し,今 回 は対 象が 管 理 科 学 で あ るた め に,分 析,実 験,応 用 の対 象 と,

そ れ が 研 究 され る領 域 あ る いは 側 面,お よび そ れ を限 定 す る地 域 や年 代,さ

らに そ れ に 対 して共 通 に適 用 され る分析用 具 や 手 法,道 具 な どを 主要 な フ ァ

セ ッ トと して暫 定 的 に設 定 した わ け で あ る。前 章 の3グ ル ー プ別 で は,(1)対

象,② 手 法,道 具,(3)分 析 用 具 が 中 心的 フ ァセ ッ トと して想 定 され てい る。

㈱ 松 田 芳 郎,ψPcit・,pp・18-19・
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残 され た仕事は,こ れ らの グル ープ毎 に,各 図書に与え られ ているLC件

名 を 手 が か りと した フ ァセ ッ ト分 析 を試 み,そ の結 果 を 集 成 して,フ ァセ ッ

ト分類 表 を構 成 す る こ とで あ る こ とを記 して,一 応,本 稿 を 閉 じる こ とに し

た い と思 う。

(1971.8.31)

付1小 樽分類項 目別管理科学科蔵書構成(1969年7月 現在)

分類点 分類i
数順位 番号1 摘 要

分 類 点 数
項 目別i累 積

1

2

3

4
.

く
》

6

ツ
・

Q
/
0

1

2

1

1

1

4
・

ビ
」

1

1

7

8

Q
/
0

1

1

1

ー
ム

2

2

4

く
ソ

凸
∠

2

7

8

9

0

丙∠

2

凸∠

つ
0

「

-7-4

鷺

潟

賃

冒

滋

謡

凝

羅

鵠

H
.稲
麺

謡

蒐

謡

髭

認

謬

婦

1

1

1

1

1

1

1

ー
ム

ー

Mechanics&Engineering

Algebra,Geometry,Trigometry,Differential

calculus&Integra】calculus・

Organization&Administration

Treatisesonstatistics

Theoretica1,politicaleconomy

Econo血icpolicy

Sciencegenera】works

Schoo1&]しibrary

Commercegeneralworks

Socio】ogy

Logic

Language

Psychology

Money,Banking&Crisis

Economicsgenera】works

Physics

Accounting

Mathematicsgeneralworks

Philosophy

Education&Pedagogics

Transportation&Communica七ion

Bourse

Naturalhistory

Chemistry

Socialproblems

Municipaladministration

Medica】science

Constitution&Administration

Defence&Sports

Agriculture,Fisheries&Miningindustries

Mallufacturingindustries

Politics&Diplomacy

Finallce

Biography

Commercia互&economicalgeography

Bibliographies&Catalogues

f
227

1

9

9

1

7

3

3

6

4

2

9

9

7

6

6

3

2

0

9

7

7

7

6

5

5

4

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

8

8

6

3

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

227

8

7

6

7

4

7

0

6

0

2

1

0

7

3

9

2

4

4

3

0

7

4

0

5

0

4

7

9

0

1

2

3

4

5

6

43

62

71

77

81

84

88

90

93

95

97

99

00

02

03

05

06

07

08

09

09

10

11

11

12

12

12

12

13

13

13

13

13

13

13

1
■

1

ー
ユ

ー

1

1

ー
ニ

ー

1

ー
工

ー
ユ

ー

1

1

1

1

1

1

1

1
鼠

1

ー
ム

ー
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付2 出現頻度順LC件 名一覧表(第35位 まで)

出現
順位

-
▲

り
4

り
∂

5

僧
1

8

0
1

11

3

4
.
く
り

6

1

1

1

1

19

21

24・

}
現
度

「
出
瀕

27

31

36

45

56

62

71

86

116

160

245

ご
」

2

1

ρ
)

3

う
δ

27

く
V

4
.

2

2

2

う
白

21

19

18

17

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

出現
語数

1

1

2

2

-
些

1

2

2

1

1

1

つ
0

2

3

3

4

5

9

11

6

9

15

30

44

85

391

積累 累積延
異 な り!件名数件名数

1

2

4

6

ワ
`

8

01

12

3

4

く
V
8

1

1

1

1

20

23

26

30

35

44

55

61

70

85

115

159

244

635

<
>

7
♂

0
/

5

n
6

4
,

1

203

228

252

296

338

357

375

392

437

465

504

540

584

634

715

803

84S

899

974

1094

1226

1398

1789

件 名

Electronicdataprocessing

Industrialmanagement

Electronicdigitalcomputers

Mathematicalstatistlics

Logic,Symbolicandmathematical

Electroniccalculatingmachines

Automaticcontrol

Probabilities

Economics,Mathematical

Informationstorageandretrieva】

Numericalcalculations,

Operationsresearch

Programming(Mathematics)

Decision-making

Electronicdigitalcomputers-Programming

FORTRAN(Co卑puterprogramlanguage)

Mathematicalanalysis

Simulationmethods

FunCtionalanalySiS

Industrialmanagement-Mathematicalmodels

Controltheory

Econometrics

Informationtheory

Economicpolicy

Mathematics

Systemsengineering

Economics

Matrices

Systemanalysis

Topology

Automation

Calculusofvariations

Cybernetics

Linearprogramming

Organization

省 略
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付3管 理 科 学 分 類 表(古 瀬案)*

16ManagementSciences

lGeneraI

History

Philosophy

ProfessionalSocieties

Education

Others

2Theory

MathematicalProgramming

GameTheory

StatisticalDecisionTheorv

PredictiollandForecasting

StocasticProcesses

(QueueingTheory)
CommunicationTheory

GraphTheory

Servomechanism

(AutomaticControl,Cybernetics)
BehavioralSciences

Others

3Computers&ComputingMethod

Computers

Programming

EDPSystems

InventoryControl

NumericalAnalysis

MonteCarloMethod

Others

4Applications

NationalEconomy

RegionalDeVelopment

Marketing

Production
'Accounting

Others

(*こ れは1964年 頃作成 された,き わ めて暫 定 的な

案であ る旨を古瀬氏 自身 も言 明 してい る.)

「




